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平成３０年度 第１回学校関係者評価報告書 

 

                                                 鳥取県立境高等学校 

                                                    学校長 田淵 直記 

 

評 価 日 平成３０年７月５日（木） 

評 価 ・ 提 言 学校の所見・改善策等 

１．前年度の最終評価について 

・特になし。 

 

２．前年度の県立学校裁量予算による特色ある学校運営の 

状況について 

 ・グレードアップ学習会は、興味・関心はあるが、申し 

込みのハードルが高い。 

 

３．今年度の評価計画について 

 (1)目標設定について 

 ・センター試験７割受験の目標について、推薦やＡＯ入 

試を目指す生徒への配慮が必要である。 

・境高は、普通の子が学力や自信を付けて社会に出るこ

とができる学校である。この伝統は継続して欲しい。 

(2)目標達成のための取組について 

・さまざまな取組が、目標達成のために実施されている 

ことがよく理解できた。 

(3)評価基準及び評価指標について 

 ・特になし 

 

４．学校運営や予算に関する提言 

 ・スマホの扱いについて、高校ではじめてスマホを手に 

する生徒も多いと聞く。災害時の緊急情報の入手など 

スマホの利点を教える教育も必要と思う。 

 ・中学校でも部活の数の減少は課題である。地域でまと 

まって活動するモデルが構築できれば良いと思う。 

 ・境高で生徒を鍛え、力を付けさせ、どこに行っても 

喜ばれる生徒に育てることを期待している。 

 

 

 

 

○グレードアップ学習会

は、来年の実施の可否も含

め検討する。 

 

 

○推薦やＡＯで大学進学

を目指す生徒への対応は

従来通りきめ細やかに実

施する。 

○地域から信頼され、憧れ

を持たれる学校づくりを

進めていきたい。 

○重点項目の「命の教育」

の充実に関して、委員の賛

同を得ることができた。 

 

 

○スマホ関連のトラブル

は多い。「命の教育」とも

からめて指導していきた

い。 

○新学習指導要領や大学

入試改革等の大きな変化

に対し、「総合的な学習の

時間」の見直し等を適切に

行い、地域の期待に応えて

いきたい。 

 


